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く目 録> Ii'中国敦煙吐魯番学 会 研 究 通 訊 』 総 目 次 (m )・・・・ 片山章雄信 1 
〈縫 纂〉旅順博物館所蔵品展覚え書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 片山 章穫 3 
『中国敦短吐魯番学会研究通訊』総目次 (m)
片 山 章 雄編
【はじめに】
本総目次 (m) は、第19号に掲載した、総第 1期(1984年第 1期)から総第15期(1988年第 2期)
までの「総目次j 、第52号に掲載した総第16期(1989年第 1期)から総第18期(1990年第 1期)まで
の「総目次(n) Jに続くものであり、総目次としての体裁は前二篇と全く同じである。なお、専輯
総第19期は小A5判で、単行の中国敦建吐魯番学会主編、虚善燥・師勤編『中国敦煙吐魯番学著述資




・(1 990年第 2期) =専輯総第 19期/1990年 10月
中国敦煙吐魯番学会主編/師勤編『中国敦燈吐魯番学著述資料目録索引続編(1985-1989).!I 
(中国敦鍾吐魯番学資料叢書) 2+194+1頁

































.1991年第 2期(総第 21期)/1991年 12月 68頁
「目録J (表 1) 
栄新江「龍谷大学図書館蔵敦煙西域文献及研究状況J (1"-'7頁)
[日]小田義久/孫暁林訳「大谷文書概観一以文書来源為中心的介紹J (8"-'15頁)






西煙「西北師大敦煙所協助西北各地修志J ( 53"-' 54頁)




師勤 r1984-1990年敦煙吐魯番学著述資料目録索引補遺J ( 51"-' 68頁)
.1992年第 1期(総第 22期) / 1 992年 6月
「目録」



























































































探検隊将来品に限って気付いた記事の出所をあげれば、 1992年 1月 1日付本紙17版 1. 30面、同日第
5集些--69面、 4月2日ヱ面、 4月19日第 2集よ--3.丘二三面などで、その時点で十分有益なカラ
ー写真を掲載したこともあったし(上記下線部分)、今回来ていないものが紙上に載ったりもした























東西交渉』第 5巻第 1号、 1986年 3月、 『小さな奮』第 230号、 1981年 9月、 『京都新聞.!I1991年12
月30日、等) 0 53以降のものでは、以前に京都新聞社主催の 1992年 4月21日のシンポジウムでも指摘







金培鋸「旅順博物館J Ii'黒龍江文物叢刊.!I1983年第 2期(総第 6期)、 1983年 5月、 102.....103頁。
(旅順博物館) r旅順博物館J Ii'中国歴史学年鑑 1983.!1人民出版社、 1983年10月、 432頁。
石嘉福写真/藤堂明保「大谷光瑞の持ち帰ったミイラも静かに眠る、旅順博物館J Ii'世界画報』
第53巻第11号、 1984年11月 1日、 30....31頁。
辻康吾他編『遼寧省.!I (中国省別ガイド③)、弘文堂、 1992年 9月30日、 「旅順博物館j の項
(189.....190頁、中野謙二執筆)。
などがある。また日本人の回想・見聞記としては、











王珍仁・劉広堂「旅願博物館蔵唐代絹画J IT'美術研究.!I1988年第 4期、 1988年11月15日、 78"'79
頁， 54"'56頁(図 1，3"'16)。
金培耀 (11)r浅談新彊吐魯番地区的幾幅仏教絵画J IT'芸苑掻英』第35期、 1987年 4月、 1"'3
頁，表 2 ・4及び 4'"立頁(図版) 0 [この文献については、上記秋山氏の記事でも言及さ
れ、金培鍵/秋山進午訳「旅順博物館蔵新彊出土の幾つかの仏教絵画J IT'仏教芸術』第 184
号、 1989年 5月30日、 70'"78頁，口絵15"'17、という訳がある。乙の一文の原形は、 『旅順博




期)、 1991年 5月20日、 140'" 142頁，図版捌。
王珍仁・劉広堂「旅順博物館収蔵的唐代陶塑猿巌J IT'遼海文物学刊.!I1992年第 1期(総第 13
期)、 1992年 5月20日、 132'" 135， 117頁，図版或。
王琳「旅順博物館蔵新彊出土銭幣J IT'中国銭幣.!I1987年第 2期(総第17期)、 1987年、 26'"29 
頁，堕盤三豆。
王字・周一民・孫慧珍「旅順博物館蔵大谷考察隊文物J IT'文物天地.!I1991年第 5期、 1991年 9月
30日、 41'"43頁，表 2 ・4 (図版)。
王宇・劉広堂「旅順博物館所蔵西域文書J IT'西域研究.!I1992年第 2期(総第 6期)、 1992年 6月
15日、 107"'110頁。[維吾爾文は『新彊社会科学.!I (維文) 1992年第 3期、 151"'158 
頁。]








研究』文物出版社、 1985年 6月、 191'" 195頁。
があり、早く移管されて北京図書館収蔵となっていた敦煙写経についても、同年北京で作成された
『敦煙劫余録続編』があるが、乙れについては尚林・方広錯・栄新江『中国所蔵「大谷収集品」概況











照/史料的価値たかまる J [j'読売新聞.!I1988年 9月16日夕刊、 4版13面。
という紹介があった。これに関連して私も、
「覚書 旅順その他の大谷文書一大谷探検隊将来品(1 )ー J [j'吐魯番出土文物研究会会報』第












「悠久の歴史とロマン 旅順博物館所蔵品展から 5 キジル発見の官文書J [j'京都新聞.!I1992 
年12月16日夕刊、 7版10面。
最後に私の関心からひとつ言及しておきたいものに伏義女嫡図がある。旅順には 2点の伏義女嫡図
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